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健康増進課
（保健センター）
　札
240-7134

健康増進課（保健センター）５月の予定
日 曜日 事業名 受付時間

10

13

14

23

25

27

30

土

火

水

金

日

火

金

パパママ教室

１歳６カ月児健診

健康相談

乳児健診

狂犬病予防注射

３歳児健診

ごっくん教室

９:30～９:45

13:00～13:30

９:00～11:30

13:00～13:30

９:00～11:00

13:00～13:30

９:45～10:00

　

誰
で
も
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
た
い

も
の
で
す
。「
元
気
だ
か
ら
」「
自
覚
症
状
が

な
い
か
ら
」「
通
院
し
て
い
る
か
ら
」
と
健

康
診
断
を
受
け
な
い
理
由
と
し
て
聞
か
れ
ま

す
。
し
か
し
、
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病

は
自
覚
症
状
が
な
く
、
急
に
倒
れ
て
は
じ
め

て
病
気
が
進
行
し
て
い
た
と
わ
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
健
康
診
断
を
受
け
て
ご
自
身
の

か
ら
だ
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

【
19
歳
〜
39
歳
の
方
へ
の
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
】

　

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
は
、
19
歳
〜
39
歳

の
町
民
の
す
べ
て
の
方
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
仕
事
や
子
育
で
忙
し
い
方
こ
そ
ぜ
ひ
お
受

け
く
だ
さ
い
。

【
40
歳
〜
74
歳
の
方
へ
の
特
定
健
康
診
査
】

　

糖
尿
病
や
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。
定

期
的
に
通
院
し
て
い
る
方
も
、
持
病
と
は
関

係
の
な
い
病
気
の
危
険
性
が
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
す
る
た
め
に
も
お
受
け
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
健
診
結
果
で
、
特
に
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
な
方
に
は
特
定
保
健
指
導
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
特
定
健
康
診
査
は
ご
加
入
の
健
康

保
険
組
合
に
よ
っ
て
、
会
場
や
日
程
、
検
査

料
金
な
ど
異
な
り
ま
す
。

・
茨
城
町
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方
に

は
町
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
国
保
以
外
の
健
康
保
険
組
合
に
ご
加
入
の

方
に
は
ご
加
入
の
健
康
保
険
組
合
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
75
歳
以
上
の
方
へ
の
高
齢
者
健
康
診
査
】

　

高
齢
者
健
康
診
査
は
、
75
歳
以
上
の
町
民

の
す
べ
て
の
方
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
健
診
の

結
果
を
健
康
づ
く
り
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

【
加
入
の
医
療
保
険
に
関
係
な
く
受
け
ら
れ

る
が
ん
検
診
】

　

が
ん
検
診
は
、
早
期
の
が
ん
を
見
つ
け
て

早
め
に
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
が
ん
に
よ
る

死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
号
に
健
康
診
断
の
詳
し
い
お
知
ら
せ

（
日
程
等
）
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
各
種
茨
城
町
健
康
診
査
受
診
券
は
、
６

月
上
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

　

茨
城
町
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
健
康
診

断
を
お
受
け
い
た
だ
く
た
め
に
、
電
話
や
訪

問
で
の
受
診
勧
奨
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　就職等により、職場（会社）の健康保険に加入された場合は、国民健康保険から脱退する手続きが必
要です。手続きの際に必要なものをご持参のうえ、保険課（４番窓口）までお願いいたします。

　手続きに必要なもの
　　・職場（会社）の健康保険証（全員分）
　　・印鑑（朱肉を使うもの）
　　・国民健康保険被保険者証（保険証）
　　　（職場の保険に加入された方全員分）
　
　※国民健康保険を脱退する時は、現在お持ちの国保の保険証が必要になります。
　
　職場（会社）の健康保険に加入しているのに、国保の保険証を使用して医療機関を受診してしまうと、
国保が負担した医療費を後で返還していただくことになります。
　また、国保脱退の手続きを取らないと、国保税が課税されたままになります。　
　行き違いなどのトラブルの原因ともなりますので、保険証が職場の保険に変わった場合は必ず手続き
をお願いいたします。

【問合せ先】保険課　国保グループ　☎２４０－７１１３

「職場（会社）の健康保険に加入された皆さまへ」

�������	� ������ ��

　家屋の屋根（建材型ソーラーパネルで屋根材として家屋の評価に含まれているものを除きます）、野立
て等に太陽光パネルを設置して発電量を売電する場合、設置した太陽光パネル等は固定資産（償却資産）
の課税対象になりますので、固定資産税（償却資産）の申告をお願いします。なお、太陽光発電設備等
用地の課税地目は雑種地（宅地評価額の５０％）となります。

設置者および発電規模別の課税区分

【問合せ先】税務課　☎２４０－７１１４

《
短
歌
》

太陽光発電設備等（再生可能エネルギー発電設備）に係る課税について

※平成26年３月31日までに、国の固定価格買取制度の認定を受けて取得された再生可能エネルギー発電
　設備については、固定資産税の課税標準の特例が適用される場合がありますのでご相談下さい。

設置者
規模

個人
（住宅用）

個人
（事業用）

10ｋｗ以上の太陽光発電設備
（余剰売電・全量売電）

家屋の屋根等に経済産業省の認定を受
けた太陽光発電設備を設置し、発電量
の全量もしくは余剰を売電する場合は
事業用資産となり課税の対象となりま
す。 

事業用に供している資産については、発電出力量や全量売電・余剰売電にかかわ
らず、償却資産の課税の対象になります。

法人 事業用に供している資産となるため、発電出力量や全量売電・余剰売電にかかわ
らず、償却資産の課税の対象になります。

売電するための事業用資産となりませ
んので課税の対象とはなりません。

10ｋｗ未満の太陽光発電設備
（余剰売電）

（
評
）
道
川
さ
ん―

春
に
な
り
畑
や
田
の
土
を
耕
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
表
現
は
極
め
て
易
し
く
誰
に
も
わ
か

る
内
容
。
土
の
匂
い
に
実
家
の
母
を
思
い
重
ね
て
俳

句
の
醍
醐
味
を
表
し
て
い
る
。
西
風
さ
ん―

偕
楽
園

で
の
作
だ
ろ
う
。
梅
林
の
中
に
立
っ
て
い
る
看
板
の
文

字
が
新
し
い
書
風
で
は
あ
る
が
、
か
な
り
古
く
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
も
趣
の
あ
る
こ
と
か
。
中
島
さ
ん―

「
青

き
踏
む
」は
春
の
季
語
。
野
辺
に
出
て
、青
草
を
踏
み
、

逍
遥
す
る
こ
と
。
こ
の
句
は
、
た
だ
ぶ
ら
つ
い
て
い
る

の
で
は
な
く
、
自
分
の
心
の
中
に
、
あ
た
た
か
な
春
風

を
取
り
入
れ
た
い
と
い
う
願
望
で
あ
る
。

（
評
）
河
野
、
浦
井
、
高
田
の
三
方
が
、
感
動
を
有

難
う
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
胸
に
迫
る
よ
う
な
作
品

を
詠
ん
で
い
る
。
金
メ
ダ
ル
の
羽
生
選
手
は
仙
台
生
ま

れ
。
被
災
者
で
避
難
所
生
活
も
し
て
い
る
。「
仙
台
へ

の
思
い
を
背
負
っ
て
の
表
彰
台
で
あ
り
、
一
人
だ
け

心
躍
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。」
と
控
え
め
。

中
島
さ
ん―

今
年
の
異
常
気
象
に
、
被
災
地
に
思
い

を
寄
せ
る
あ
た
た
か
い
作
品
、
結
句
が
効
果
的
。
二

宮
さ
ん
の
靖
国
の
お
父
上
、
片
岡
さ
ん
の
大
戸
の

桜
、共
感
で
き
る
作
品
。
秋
山
正
志
さ
ん―

桜
丘
中
、

梅
香
中
が
青
葉
中
と
し
て
統
合
、
校
歌
も
新
し
く
未

来
志
向
の
再
出
発
、
作
者
の
短
歌
も
ア
ル
バ
ム
の
笑

顔
と
共
に
よ
い
思
い
出
に
残
る
と
思
う
。

○
ふ
る
里
の
母
の
匂
ひ
や
春
の
土

道
川　

た
い（
南
川
又
）

煙
梅
林
の
書
風
新
た
に
古
看
板

西
風　

次
郎（
常　

井
）

煙
心
に
も
風
を
入
れ
た
く
青
き
踏
む

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

残
雪
に
南
天
の
紅
ま
ぶ
し
か
り

高
田　

宗
雄（
大　

戸
）

　

土
埃
屋
根
ま
で
覆
い
春
嵐

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　

梅
咲
い
て
気
温
気
づ
か
う
月
明
か
り

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

一
雨
に
菠
薐
草
の
青
々
と

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

妻
と
来
し
偕
楽
園
の
梅
日
和

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

お
侠
な
娘
ま
だ
ま
だ
元
気
卆
寿
春

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

新
じ
ゃ
が
の
煮
っ
こ
ろ
が
し
や
母
の
味

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

○
東
北
に
希
望
も
込
め
て
氷
上
の
十
九

歳
が
捧
ぐ
金
メ
ダ
ル

河
野　

久
子（
昭　

和
）

煙
故
郷
思
い
東
北
魂
胸
に
秘
め
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
頂
点
に
立
つ

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

煙
ま
だ
寒
く
雪
残
り
た
る
被
災
地
に
桜

前
線
や
さ
し
く
届
け

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

国
民
の
期
待
の
重
圧
十
七
歳
実
力
発

揮
で
き
ず
涙
に高

田　

宗
雄（
大　

戸
）

　

桜
丘
仮
設
で
学
び
し
三
年
も
ア
ル
バ

ム
に
在
る
変
わ
ら
ぬ
笑
顔

秋
山　

正
志（
越　

安
）

　

待
ち
わ
び
る
桜
の
開
花「
靖
国
」に
眠

れ
る
父
は
幾
年
過
ぎ
し

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

冬
越
え
し
菠
薐
草
は
緑
濃
く
甘
さ
も

増
し
て
御
馳
走
に
な
る

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

名
木
の「
大
戸
の
桜
」ひ
こ
ば
え
と
共

に
栄
え
て
桜
花
爛
漫

片
岡　

忠
彦（
谷
田
部
）

　

年
立
つ
と
明
け
ゆ
く
空
に
鶏
の
声
と

き
の
間
お
い
て
朝
日
の
昇
る

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

道
路
わ
き
季
節
の
花
を
絶
や
さ
ず
に

事
故
死
の
息
に
捧
ぐ
母
親

秋
山　
　

子（
越　

安
）

《
俳
句
》

ひ
と 

あ
め

ほ
う 

れ
ん 

そ
う

ほ
う 

れ
ん 

そ
う

き
ゃ
ん

く　

 

に


